別紙様式

平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費

	事業名:効率的乳用後継牛確保対策支援事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　酪農肉用牛担当　電話番号：058-272-1111（内2879）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp

	事業費


　要求額：1,500千円（前年度予算額：1,500千円）

	事業内容


	１　事業の内容


  酪農経営の安定及び後継乳用牛の効率的な確保を推進するために、市町村、農協、農協連が下記基準を満たした乳用初妊牛を県内導入又は自家育成する酪農家に対し補助する場合に、当該補助に要する経費の一部を補助する。

○  基準
  ・  雌雄産み分け用選別精液を交配して受胎した初妊牛で、県内導入又は自家保留されたものであること
  ・  県内導入又は自家保留する優良乳用初妊牛は家畜共済に加入し、日本ホルスタイン登録協会の血統登録を行うこと
	２　所要経費


· 事業費  ：3,000千円（30千円×100頭）

· 負担区分：県　　      （1/2以内）    1,500千円
               事業実施主体（1/2）         1,500千円
· 事業実施主体：市町村、農協、農協連

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

  　２ 儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

・競争力のある産地をつくる
	２　これまでの取組状況


  平成２１年度までは、「健康乳用牛づくり支援事業」として、乳用後継牛確保に意欲的な酪農家が、乳用初妊牛を県内導入または自家保留を行った場合に補助を行ってきた。

（Ｈ２１：１５０頭）

  平成２２年度からは事業内容の見直しを行い、雌雄産み分け用選別精液を交配することを補助要件とすることにより、乳用後継牛の効率的な確保を奨励し、酪農経営の安定を図っている。 

	３　これまでの取組に対する評価


  全国的な家畜伝染病の広がりや乳用初妊牛価格の上昇により、自らが生産した後継乳用牛確保に対する酪農家の意欲が高まっている。この事業を活用し、東濃牧場を利用して後継牛確保を図る農家も増加しており、優良な県内産乳用後継牛の確保に役立っている。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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